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台地，黒ボク土，土性： LiC）で行った．試験期間は 2003年から 2011年にかけて実施し，
作物は 2003年から 2007年まではオカボ（Oryza sativa L.）を栽培し，2008年からはダ
イズ(Glycine max (L.) Merr.)を栽培した．オカボの品種はユメノハタモチ，ダイズは 2008
年と 2009 年ではエンレイ，2010 年は納豆小粒とした．試験要因として耕うん方法は，プ
ラウ耕（耕うん深さ 28cm），ロータリ耕（同 15cm）および不耕起とし，冬作のカバークロ
ップとして，ヘアリーベッチ（Vicia villosa Roth），ライムギ（Secale cereale）および裸
地（自生雑草）とした．夏作物への窒素施用量はオカボ体系では，100kgN/ha とし，ダイ
ズ体系では 20kgN/ha とした．試験区画は主要因として耕うん方法，副要因としてカバー
クロップの種類を分割区法を用いてランダムに配置し，1 区画の面積は 6m×3m の 18m2












による，長期の農地管理による土壌密度の変化を考慮した ESM（equivalent soil mass）で
算出した． 
 統計処理には解析ソフト（StatView, SAS Institute）によって分散分析を行い，各要
因内の有意差については Fisherの F値が p＜0.05のとき有意差があるとした． 
９年間の農地管理作業後では，耕うんとカバークロップの種類は窒素施肥に比べ影響が高
かった．土壌の深さによる分析では，耕うんによって 0～7.5cm の層で影響が認められた．
土壌有機炭素は不耕起では 0～2.5cm，ロータリ耕では 0～7.5cm で高い値となり，深い層
になるにつれて減少した．しかしながら，土壌の 7.5cm 以下の層では耕うん方法による有
意な差は現れなかった． 








ギでの土壌有機炭素の値は裸地に比べ 0～2.5cmの層で 14.0％，2.5～7.5cmで 11.0％，7.5
～15cm で 11.1％，15～30cm で 9.5％高かった．ヘアリーベッチでの土壌有機炭素も同様






ムギ，ヘアリーベッチ，裸地のカバークロップ３水準を組み合わせて， 2003 年より 2010
年まで圃場試験を行った．各処理の土壌炭素含有率は毎年２回計測し，実測データとした．
RothC モデルは日本の黒ボク土用に改良されたものを利用した．まずモデルの予測値と実
測値を比較した結果，ロータリ耕，不耕起ではモデルによる予測値と圃場試験の実測値が
良く一致した．これに対してプラウ耕ではそれらより精度が低かった．30 年後までの土壌
の炭素貯留量の変化を RothC 改良モデルを用いて予測した結果，不耕起やロータリ耕にラ
イムギを組み合わせた処理区では，土壌炭素がそれぞれ 11.1および 8.8MgC/ha増加する予
測が得られた． 
